
令和7年 7月 3日

福岡アジア美術館アーティスト・イン・レジデンス

アーティスト３名の滞在制作開始！

令和７年度のレジデンス第１期（7～９月）では、Artist Cafe Fukuoka（中央区城内）を拠点に、今

後の活躍が期待される３名のアーティストが作品制作や市民との美術交流、展覧会などを行います。

つきましては、当事業について取材、広報のご協力をお願いいたします。

市政記者各位

【お問い合わせ】
学芸課 交流・教育係 担当：中尾、泉田
TEL: 092-263-1103 FAX: 092-263-1105
e-mail: nakao.t03@city.fukuoka.lg.jp

馬場さおり

1978年生まれ。福岡市在住。
現在は北九州市立大学特任
准教授。ジェンダーやアイ
デンティティをテーマに国
内外で写真作品を発表して
いる。

人々のリアルな姿に向き合
う九州産業大学出身の写真
家

ウィリー・ザイウース

21年振りのラオスからの参
加者。24歳の若きアーティ
スト

2001年生まれ、ビエン
チャン在住。少数民族タ
イ・ユアン族出身のアー
ティスト。地域の文化や自
然をテーマに新作のインス
タレーションに取り組む。

７月２６日「キックオフトーク＆ワークショップ」開催
福岡での活動についてアーティスト自ら説明。その後オリジナルデザインのバッグを作るシル
クスクリーンのワークショップを実施。アジアのことばのバッグが作れる。

日 時：７月２６日（土）１３：３０～１６：００ 定員５０名程度＊要申し込み

会 場： Artist Cafe Fukuoka（福岡市中央区城内２－５）
参加料： トーク無料、ワークショップ材料費200円

詳しくは
こちら→

デザインは
変わります

モハマド・ファズル・
ロビ・ファティック

2023年サムダニ・アー
ト・アワード（バングラデ
シュ）を受賞

1995年生まれ、クミッラ在
住。写真を通し、激動のバ
ングラデシュの“今”を静か
に語る新世代のアーティス
ト。

７月8日
レジデンス
開始

７月26日
トーク＆

ワークショップ

９月
13日～28日
成果発表！

バングラデシュ ラオス 福岡

福岡での
滞在制作


